
岩美町農業委員会農業委員及び農地利用最適化推進委員の推薦、応募状況について

１．募集期間、募集人数等

２．推薦、応募の状況（R2.3.31時点）

【農業委員】

（１）推薦を受けた者又は応募した者の人数等

人数 うち認定農業者等

推薦を受けた者 12名 9名

応募した者 2名 0名

計 14名 9名

（２）推薦を受けた者又は応募した者

氏名 職業 年齢 性別 農業経営の状況 氏名 職業 年齢 性別 名称 目的
代表者又は管理人

の氏名
構成員数 構成員の資格 その他

1 応募 福石　幸生 会社役員 38 男 H29.7～現在 農業委員
主な経営作目：水稲
耕作面積：14ha

非該当
　耕作放棄地の拡大に歯止めをかけ、将来の世代に円滑に農業経営が継
承されるよう努力したい。

無

2 推薦 大森　正良 農業 69 男 H29.7～現在 農地利用最適化推進委員
主な経営作目：水稲
耕作面積：4.2ha

非該当
　農地利用最適化推進委員として活躍するとともに、耕作放棄地の発生防
止に貢献している。

無 川口　耕司 農業 67 男

3 推薦 山本　淳 農業 75 男 H29.7～現在 農業委員会会長
主な経営作目：水稲
耕作面積：153a

非該当
　現在、農業委員会会長として活躍されている。今後も岩美町の農業振興発
展のために活躍していただきたい。

無 川口　耕司 農業 67 男

4 推薦 北村　凱男 会社役員 82 男

H8.5～R1.9
H10.4～H30.2

H20.6～現在

㈲いわみ農産代表取締役
岩美町認定農業者協議会会長
農業委員

主な経営作目：水
稲、大豆
耕作面積：40ha

該当

　　平成20年6月から4期にわたり農業委員の職を務め、平成8年から町全域
の農業の中心的な担い手である㈲いわみ農産の代表として岩美町の農業
振興に尽力し続けている。また、平成10年からは、岩美町認定農業者協議
会の会長として認定農業者相互の融和と、共助体制を構築した功績は多大
であり、また、その農業に関する識見は農業関係者が認めるところであり、
農業委員として適任であることから推薦するものである。

無
岩美町認定農業者
協議会

　認定農業者間の情報
共有、共助、相互研鑽

会長　薮内孝博 19名

　岩美町認定農業者
認定審査会において
認定された農業者又
は認定就農者

5 推薦 米村　進司 農業 52 男
H14.4～
H29.7～現在

就農
農業委員

主な経営作目：施設
園芸（イチゴ）
耕作面積：30a

該当

　平成29年7月から農業委員の職を務め、他産業からの参入就農者として新
しい作目（イチゴ）への取り組みにより、岩美町の農業に新風を吹かせ、農業
の産業としての新たな可能性を引き出し、着実な農業経営により他の模範と
なっており、農業委員として適任であることから推薦するものである。

無
岩美町認定農業者
協議会

　認定農業者間の情報
共有、共助、相互研鑽

会長　薮内孝博 19名

　岩美町認定農業者
認定審査会において
認定された農業者又
は認定就農者

6 推薦 岸本　利博 会社役員 64 男
H11.4～H27.5
H28.4～現在

(一財)岩美町振興公社事務局長
㈲神谷工務所社員

主な経営作目：水
稲、飼料用米
耕作面積：15ha

該当

　平成11年から平成27年の長きにわたり、岩美町の担い手への農地集積、
集約の中心的役割を担う岩美町振興公社の事務局長を務め、平成28年から
は、㈲神谷工務所の農業部門の責任者として町内の条件の悪い農地も借り
受け、農地の保全、耕作放棄地の抑止に貢献しており、農業委員として適任
であることから推薦するものである。

無
岩美町認定農業者
協議会

　認定農業者間の情報
共有、共助、相互研鑽

会長　薮内孝博 19名

　岩美町認定農業者
認定審査会において
認定された農業者又
は認定就農者

7 推薦 山本　一美 農事組合法人役員 68 男
H29.1～現在

H26.7～現在

(農)白地農業生産管理組合営農部
長
農業委員

主な経営作目：水
稲、大豆
耕作面積：33ha

該当

　平成26年7月から農業委員の職を務め、自身も本年度まで認定農業者とし
て地域農業の中心的な役割を果たした。現在は、白地地区において集落営
農法人の役員として法人の健全経営に努めており、農業委員として適任で
あることから推薦するものである。

無
岩美町認定農業者
協議会

　認定農業者間の情報
共有、共助、相互研鑽

会長　薮内孝博 19名

　岩美町認定農業者
認定審査会において
認定された農業者又
は認定就農者

8 推薦 薮内　孝博 農業 52 男
H24～H28
H29.7～現在

鳥取県稲作経営者会議会長
農業委員

主な経営作目：水
稲、大豆、白ネギ
耕作面積：28ha

該当
　平成29年7月から農業委員の職を務め、町全域の農業の中心的な担い手
として活躍しており、農業委員として適任であることから推薦するものであ
る。

無
岩美町認定農業者
協議会

　認定農業者間の情報
共有、共助、相互研鑽

会長　薮内孝博 19名

　岩美町認定農業者
認定審査会において
認定された農業者又
は認定就農者

9 推薦 上根　慶万 農業 38 男
H25.1～
H29.7～現在

就農
農業委員

主な経営作目：水
稲、飼料用米
耕作面積：29ha

該当
　平成29年7月から農業委員の職を務め、浦富地区において積極的な農地
集積に努めており、今後、地域農業の中核を担う者として期待され、農業委
員として適任であることから推薦するものである。

無
岩美町認定農業者
協議会

　認定農業者間の情報
共有、共助、相互研鑽

会長　薮内孝博 19名

　岩美町認定農業者
認定審査会において
認定された農業者又
は認定就農者

10 推薦 寺尾　孝則 農事組合法人役員 65 男
H27.3～
H29.7～現在

(農)大谷生産組合営農部長
農業委員

主な経営作目：水
稲、大豆、飼料用稲
耕作面積：64ha

該当

　平成29年7月から農業委員の職を務め、大谷地区において大区画ほ場で
の先進的な農業に取り組む集落営農法人の役員として、法人の健全経営、
新技術の積極的な導入に努めており、農業委員として適任であることから推
薦するものである。

無
岩美町認定農業者
協議会

　認定農業者間の情報
共有、共助、相互研鑽

会長　薮内孝博 19名

　岩美町認定農業者
認定審査会において
認定された農業者又
は認定就農者

11 推薦 飯野　幸義 農事組合法人役員 75 男
H22.3～
H29.7～現在

(農)小田みなみ代表理事
農業委員

主な経営作目：水
稲、飼料用米
耕作面積：20ha

該当
　平成29年7月から農業委員の職を務め、小田南部地区において集落営農
法人の代表として法人の健全経営に努めており、農業委員として適任である
ことから推薦するものである。

無
岩美町認定農業者
協議会

　認定農業者間の情報
共有、共助、相互研鑽

会長　薮内孝博 19名

　岩美町認定農業者
認定審査会において
認定された農業者又
は認定就農者

12 推薦 中島　俊治 農業 62 男

H22.4～H27.3
H27.4～現在
H26.7～現在
H29.7～現在

岩井地区活性化協議会監査
　　　　　　〃　　　　　　　　書記
岩井多面的機能活動組織会計
農業委員

主な経営作目：水
稲、アスパラガス
耕作面積：64a

非該当
　本組織の組合員であり、農業（水稲、アスパラガス等）に積極的に取り組ん
でいる。更に農業、地域の現状を十分に理解し、問題も認識している。

無 岩井農事実行組合
　岩井地区の農地保
全、農業生産活動に取
り組むこと

組合長　野澤省二 22名
農地保有者又は農業
従事者

13 推薦 上田　陽一 農事組合法人役員 71 男
H27.1～現在
H29.7～現在

(農)ドリームファーム二上代表理事
農業委員

主な経営作目：水
稲、飼料用米
耕作面積：22ha

該当

　平成29年7月から農業委員の職を務め、岩常地区において長年の懸案で
あった集落営農法人の立ち上げに尽力した。現在もその代表者として法人
の健全経営に努め、後続の集落営農法人の模範となるものであり、農業委
員として適任であることから推薦するものである。

無
岩美町認定農業者
協議会

　認定農業者間の情報
共有、共助、相互研鑽

会長　薮内孝博 19名

　岩美町認定農業者
認定審査会において
認定された農業者又
は認定就農者

14 応募 濵﨑　智煕 農業 77 女
H11.7～現在
H14.7～現在

農業委員
鳥取県女性農業委員会副会長

主な経営作目：水
稲、ブロッコリー
耕作面積：17ha

非該当

　農地法や他の法令に基づき、農地の権利に係る許可等、また、現場活動、
農地の利用状況、耕作放棄地の解消や違反等の是正、農業者からの相談
に対応し助言等に努める。地域農業者として将来の地域農業の話し合い等
にも参加し農業に努力したい。

無

農業委員

農地利用最適化推進委員

募集期間 令和2年3月2日～3月31日

14名

6名
募集人数

推薦した者（個人）

整理番号

推薦した者（法人又は団体）推薦を受けた者又は応募した者

推薦・応募の別
経歴

認定農業者 推薦・応募理由
農地利用最適
化推進委員へ
の推薦、応募



【農地利用最適化推進委員】

（１）推薦を受けた者又は応募した者の人数等

人数
推薦を受けた者 3名

応募した者 4名

計 7名

（２）推薦を受けた者又は応募した者

氏名 職業 年齢 性別 農業経営の状況 氏名 職業 年齢 性別 名称 目的
代表者又は管理人

の氏名
構成員数 構成員の資格 その他

1 推薦 横田　光男 農業 74 男
H14.5～現在
H20.5～現在
H29.7～現在

小田東集落協定代表
岩美土地改良区理事
農地利用最適化推進委員

主な経営作目：水稲
耕作面積：1.7ha

小田地区
　被推薦者は、中山間地域直接支払集落協定の代表者として長年にわたり
地域農業の発展に取り組み、また、農業情報にも精通し、人望も厚い。 無 長郷農事実行組合

　農業生産の協業を図り、組
合員の協同の利益を増進す
ること

組合長
斎藤満憲

10人
　自ら農業を営む者又は農
業に従事する者

2 応募 横田　博則 農業 71 男
H27.2～現在
H28.4～現在

ドリームファーム二上理事
岩常農事実行組合理事

主な経営作目：水稲
耕作面積：4.2ha

小田地区 　小田地区の農地を守りたい。また、耕作放棄地を少なくしたい。 無

3 推薦 上田　芳夫 農業 67 男 R2.4～現在 東因幡集落協定役員

主な経営作目：水
稲、白ネギ
耕作面積：50a

蒲生地区
　被推薦者は、蒲生地区の洗井で、他の農業者と協力し、農業後継者として
不在地主と利用権設定を行い、耕作放棄地の発生防止に貢献している。

無 山本　淳 農業 75 男

4 応募 河本　俊一郎 農業 70 男

S48.4～
H26.4～現在

H29.7～現在

農業に従事
岩本地域資源保全協議会会長
農地利用最適化推進委員

主な経営作目：水
稲、野菜
耕作面積：31.7a

網代、大岩地区

　大岩地区の水田の一部は、土地改良事業が進んでおらず農道、水路等農
業施設の老朽化が進んでいる。また、畑については、農業従事者の高齢
化、後継者不足が一段と進んでいるため、耕作放棄地がますます増加する
ものと思われる。これらの改善の一助になればと思い応募するものである。

無

5 推薦 藪田　俊博 農業 71 男
H26.8～H29.7
H30.4～現在

農業委員
農地利用最適化推進委員

主な経営作目：水稲
耕作面積：87a

本庄地区
　地区のことをよく把握しているので、引き続き農地利用最適化推進委員に
推薦する。

無 本庄１農事実行組合 　部落の農業、行事等
組合長
山本　英司

36人
　自ら農業を営む者又は農
業に従事する者

6 応募 宮本　裕澄 非常勤職員 62 男
H7.2～H30.3
H30.4～現在

鳥取県農業共済組合職員
農地利用最適化推進委員

主な経営作目：水稲
耕作面積：89a

東、浦富、田後地区
農業共済組合に在籍した経験と平成30年4月からの農地利用最適化推進委
員を務めていた知識を活かして、町の農地保全、有効利用等を進めて農業
の発展に寄与すべきと感じた。

無

7 応募 小谷　幸次 農業 73 男

H8.7～H29.7
H14.7～H20.7
H20.7～H29.7
H29.7～現在

農業委員
農業委員会職務代理者
農業委員会会長
農地利用最適化推進委員

主な経営作目：水
稲、花き
耕作面積：4.6ha

岩井地区
　遊休農地の解消のために、これまで得た経験、知識、情報等を総動員して
取り組み、岩美町の農業の進展に寄与したいと思っている。 無

整理番号 推薦・応募の別

推薦を受けた者又は応募した者 推薦した者（個人） 推薦した者（法人又は団体）

経歴
推薦、応募区域 推薦・応募理由

農業委員への
推薦、応募


